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２学年夏期研修特集① 2014･8･23

今年の夏も、国際語科２学年夏期研修が行われました。今回は「多文化にまつわる場所へ行き、人と出会う」というテーマで、７

月２９日に３方面、８月５日に２方面のフィールドワークを行いました。２号に分けてご報告します。

①中南米学習フィールドワーク（７月２９日 品川、目黒） このグループは午前中は

品川駅にあるユニセフハウス（ユニセフ協会東京本部）を見学し、開発途上国の

事情とユニセフの取り組みについて学びました。お昼をエスニック料理のレスト

ランで食べて、午後からは中南米文化サロンでアルゼンチン、ベネズエラ、ハイ

チの方をお招きしてお話をうかがったり、ダンスを体験したりしてそれぞれの国

について理解を深めました。

←品川の駅ビルの中の

ホールで、ユニセフの ２階では体験しながら おしゃれなカフェで

仕事について説明。 ユニセフの取り組みを学べます。 昼食。

この銃による悲劇が 部屋いっぱいに学びの 最後に募金もしました。 ユニセフのこと、 カフェリブロスでは

後を絶ちません。 ヒントが。 みんなに教えてください。 南米のダンスを体験！

②カナダ大使館・ＪＩＣＡちきゅうひろば訪問（青山、市ヶ谷）このグループは、午前中カナダ大使館

の見学ツアーに参加し、午後からＪＩＣＡちきゅうひろばで国際協力の取り組みについて学

びました。

カナダ大使館前で、ちょっと

緊張の面持ち。 ガイドの方に説明を受けながら、館内を巡りました。 図書館はカナダ情報の宝庫！

ＪＩＣＡちきゅうひろばでは、青年海外協力隊の 民族衣装を お昼はちきゅうひろば

ＯＢ・ＯＧが映像や豊富な展示物を使って国際協力 着てみました！ の中で。エスニック

について説明してくださいました。 展示物には工夫がいっぱい！ 弁当を和室で！？

鶴見多文化フィールドワーク（鶴見） 横浜市の中でも南米から来た方の割合の多い鶴見区ですが、

外国籍の子どもの学習支援を行っているＡＢＣジャパンという団体を訪ね、鶴見の多文化を体

験しました。午後は鶴見区国際交流ラウンジを訪問して、鶴見の多文化の現状を学びました。

豆と肉の煮込み

みんなそろって。ダンスの後 ＡＢＣジャパンの事務所 １時間、サンバの ブラジリアンダンスの （フェイジョ

すっかり打ち解けました！ で、子どもたちと対面。 ステップを体験！ 先生方と、記念撮影。 アーダ）美味！

鶴見には、食料品店や雑貨店など、南米の方々が ＡＢＣジャパンで学ん お昼はブラジル料理。 鶴見区国際交流ラウンジ

利用するお店がいくつもあります。生徒は近所の でいる生徒は南米に キャッサバのフライ では、日本語ボランティ

スーパーでは売っていないような食材に驚いたり、 限らず、世界各国から など、エスニックを堪能。 アも募集しています。

雑貨店ではアクセサリーを買ったりしました。 来ています。 ガラナジュースで乾杯！


